




キーワードは「連携・協働」





（協議の促進等）
第十一条
国及び地方公共団体は、国、地方公共団体、当事者等への支援を行う者、
地域住民その他の関係者が相互に連携と協働を図ることにより、孤独・孤
立対策に関する施策の効果的な推進が図られることに鑑み、これらの者の
間における協議の促進その他の関係者相互間の連携と協働を促進するため
に必要な施策を講ずるよう努めるものとする。

より良い連携・協働をおこなっていくには？

・水平的連携
・部局（分野）横断的
・多様や主体の参画
・自主的な活動に資する

これって具体的にどういうことなんだろうか？





こんな連携・協働はイヤだ！
垂直的ではなく、水平的連携へ

参加する団体や機関等が上下関係や遠慮し合う関係ではなく、
対等で、相互に学び合い、つながり合うネットワークが大切



こんな連携・協働はイヤだ！
部局（分野）横断的ではなく、特定部局が対応

同じ部局（分野）の人たちのみで会議体を作ったり、
同じ部局（分野）の人たちのみで協働するのは、
一見、効率が良くうまく行くが、拡がりがもてない



こんな連携・協働はイヤだ！
部局（分野）横断的なネットワークが必要

いろいろな部局（分野）の人たちで会議体を作ったり、
いろいろな部局（分野）の人たちで協働すると、
これまでと違ったアイデアや企画がうまれていく





こんな連携・協働はイヤだ！
いつメンでなく、多様な主体の参画が必要

いつものメンバーをこえて、これまで距離があった団体や
グループにも関わってもらうネットワークが肝要。
文化、芸術、スポーツ、経済振興など、多様な主体に可能性が。
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こんな連携・協働はイヤだ！
自主的な活動でなく指示待ち

行政からお願いしてきてもらう、意見をおうかがいする、
というスタンスだと、参加団体が「お客さん」になりがち。
事前に根回しして指定発言をお願いする、なども微妙。



こんな連携・協働はイヤだ！
参加団体の自主的な活動が活発になるのが理想

参加団体同士で自発的なアクションが起きていくような
そういったネットワークが理想



・水平的連携
各団体が対等で一緒に創りあげていくことを志向

・部局（分野）横断的
縦割りをこえてリソース（資源）を共有する

・多様や主体の参画
多様で包摂的な視点を内包して取り組みを検討

・自主的な活動に資する
決められたレールでなく即興・偶発を大切にする

理想の連携・協働とは？



とはいえ、「連携・協働」は簡単じゃない！



①動員ではない「官民連携」とは？



②NPOや地域はブルーオーシャンじゃない！


